




要約:重症冠状動脈狭窄病変をもつ川崎病既往例 3 例において、ロータブレーターまたは

PTCA を施行し,狭窄部の有効な拡大.改善をみとめた.3 例において同時に血管内エコー一

図検査も施行し,カテーテルによるインターベンション治療前後での血管病変の評価に有

用であった.


